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レニンーアンジオテンシン系の代謝過程が解明され，

さらにアンジオテンシンＩ変換酵素阻害剤の普及により

腎血管性高血圧症に対する高血圧コントロールは容易に

な;ったが，根治性，腎機能などの点から本症に対する内

科的治療にはいまだ問題が残されている．一方，本症に

対する外科的治療は手技的にはほぼ確立されたものとい

え，積極的に手術が施行されるにつれその成績も次第に

向上している．教室においても，降圧効果とともに腎機

能温存を目的として積極的に外科治療を行ってきた．以

下，教室の腎血管性高血圧症に対する外科治療について

報告する．

研究対象・方法

過去１０年間に教室で経験した腎血管性高血圧症は３７

例５０腎でｊ８１例４２腎に腎動脈再建術，６例８腎に血

管拡張術（balloonangioplasty）を施行した．腎動脈再

建術を施行した症例の内訳は，男性２５例女性６例，年

齢は１２～７８歳（58.4士14.8歳）で§観察期間は最長７

年６か月（26.2±22‘１か月）であった．腎動脈病変は，

両側性狭窄１４例，一側性狭窄１４例；一腎性一側性狭
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窄３例で，両側病変症例のうち１１例は同時両側再建を

施行している．

病因別にみると，動脈硬化性２４例，線維筋性異形成

４例'大動脈炎症候群２例，外傷性１例であった．腎動

脈再建の内訳は，バイパス３０（大動脈-腎動脈バイパス

28,牌動脈-腎動脈吻合１，胃十二指腸動脈-腎動脈バイ

パス１)，パッチ形成９，狭窄部切除再吻合１，異所性自家

腎移植１，血栓摘除１で，バイパスに使用した代用血管

は，自家静脈２３，自家動脈ａｅＰＴＦＥ４，DardikBio‐

graft②１であった．冷却腎保護液は１７例２４腎に腎動

脈遮断後１５～２０分ごとに約150ｃｃ注入した．

腎動脈再建例３１例のうち２６例は同時に腹部大動脈

手術が施行されており，その術式は，大動脈-両側腸骨

動脈バイパス６例，大動脈一両側大腿動脈バイパス15例，

大動脈一一側大腿動脈バイパス３例，大動脈-大腿-大腿

動脈バイパス１例であった．

一方，balloonangioplastyを施行した症例の内訳は，

男性４例，女性２例，年齢は１２～７８歳(56.0±24.2歳）

で，動脈硬化性４例，線維筋性異涯成2例であった．適

応はpoorrisk4例，腹部大動脈手術後に発生した腎動
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